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                        A. 生まれたばかりの子供を精霊として森に還す
○拒絶・否定・嫌悪
1.
2.
3.
4.
5.
★生んだ子どもを精霊として動物に食べさせるという文化は、まったく理解できませんでした。どういっ
た基準で決めるのか、どうして自分の生んだ子を殺せるのか、精霊として殺すことの意味が、私にはまっ
たくわかりませんでした。自分が痛い思いをして生んだ大切な子供を殺すことは、自分もつらいと思うし、
どうしてなんだろうと、理由を聞いてもきっと気持ちの上で理解することはないと思います。
★私がどうしても許せなかったのは、14 歳の少女が妊娠したこと、それが普通なこと、そして半分近くの
子供が生かされないことです。いくら保護されている先住民たちの村だからって、「生命の重さ」は世界
共通だと私は思うし、倫理的じゃない。動物じゃないんだから、そういうことは法で縛るべきだと思う。
たまたまヤノマミ族に生まれたから当然のように中学生の年齢で妊娠させられ、生んだり堕ろしたりひど
すぎると思う。ヤノマミの 14 歳も日本人の 14 歳も同じだけ生きてるのに。
生まれてきた子が精霊だなんて私は思えません。その考え方は理解できません。日本でやったらただの人
殺しです。でもヤノマミでは普通に行なわれている。異文化理解は知っただけじゃ理解にならないんじゃ
ないでしょうか。私はヤノマミの文化を理解したとは思えませんでした（知ったけど）
。
★★正直この映像では受け入れられない点の方が多かったです。人間なのか精霊なのかを区別したがるけ
れど、本来精霊だったら目に見えないと思うし、精霊と関わりを持とうとすることもよくわからない。多
分日本で言う生むか生まないかということなのかなとは思いますが……それでもやはり自分の子供を焼
くなんて発想があってはならないです。食文化などは知らなければ済んだり、ある程度理解はできるもの
の、こういった命に関わる習慣はほっとくわけにもいかないし、知らなきゃいい問題でないと思います。
自分の子供なのに粗末な扱いができる文化はなくすべきだと。このビデオを見て、いくら自分たちが異文
化理解をする努力をしても、ヤノマミが私たちをナプと呼ぶように、相手が受け入れない文化をもってい
たら、相互の異文化理解は丌可能だなと考えてしまいました。
（→矛盾する 2 つのことを言っていますね？
もちろん、それはある意味「自然な」反応ですし、どちらかといえば多数派でしたが、ちょっとじっくり
この内容について講義で考えてみましょう。
）
生まれてきた子供を人間として育てるか、精霊として天に送るかが決められ、しかもそれがその子の母親
が決めると言うことは、私は理解ができません。日本では、生まれてきた子供には生きる権利があり、お
母さんのおなかにいるときから人間だという意識があります。生まれてしばらく地面にほったらかしで、
人間だと区別された瞬間から抱き上げられるといった習慣は、どう頑張っても私には理解できません。
（→
もちろんそれが、「普通の日本人」の感覚でしょう。でも、そういった意識は、本当に正しい知識の元に
成り立っているのだろうか？ というのは大きな問題です。
）
○当惑・困惑
6.
7.
8.
最初の母親が、生まれたばかりの子供を白アリに食べさせて焼き払っているところにとてもショックを受
けた。だけど、それは育てられないという理由であって、しかも、子供を殺す＝精霊のまま返す、という
意味だとわかると、子供を殺すことは、ヤノマミの人々にとっては残酷な行為でもないし、仕方のないこ
となのかなーと思った。しかし、育てられないのがわかっていたのなら（特に 14 歳の少女）
、責任感がな
い行為じゃないか、はじめから子作りをするべきではない！ とも思った。
子ども学科のわたしは、せっかく生んだ子どもを精霊として森に返す点が理解できません。また、人間と
して迎え入れられた子供に名前を付けないのも、どのように子を捉えているのか丌思議です。
★ヤノマミの生活は、自分のものとは違いすぎて衝撃を受けました。子供をどうして精霊として返すのか。
生まれたばかりの子供をどうして殺してしまえるのか。最初、このヤノマミには私たちと同じ感情がない
のではないかと思いました。しかし、焼かれていく子供を見る母の目には涙が浮かんでいました。やはり
悲しいのです。それでもこの風習を守っているのは、日本のような私たちの生活をまったく知らないから
だと思います。どちらが正しいとかは言えないけれど、それぞれの生活にはそれぞれの様式があり、鑑賞
すべきではないとつくづく思いました。なので、政府は保護をしているとありましたが、どこまですべき
かは難しいと思いました。
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9.
「育てられない＝森に返す」。確かに、自分たちが生活していくために、限られた食べ物とか、生活のレ
ベルやかたちを保つためには、そうするのかもしれない。そういう動物や生きものの行動は、ある意味自
然な気がする。でも、人間って、やっぱり自分の生まれた子どもには、愛情って自然と持ってしまうもの
だと思うし、女性が子供を思い出して泣いていたように、辛いことだと思うのに、なぜそういう週間をそ
こまでして続けるのか……とも思う。避妊とかはしないのですか？ （→あの暮らしに、コンドームを持
ち込んで避妊させる、というのはかなりナンセンスですよね。そもそも、計画的な「避妊」という考えが
広まったのは、日本を含む先進国ですら、第 2 次大戦後のことです。
）
○「理解」を試みる
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.
精霊として天に送るか、人間として迎えるか、どのような理由で決まっているのか疑問に思った。あまり
に人数が多くなると、生活が成り立たないとか……？ （→そうです、まず一つめの理由は、その通り。
）
★女が自分の腹を痛めて産んだわが子を大事に想うのは同じだと思った（精霊として焼いた子供を思い出
して泣くところとか）。でも精霊として子供を見殺しにするか人間として迎えるかの基準は、私にはわか
らないが、その基準はきっとその村で育った女の人の中にはちゃんとあるのだと思った。
はじめの、母が子を燃やしている場面はとても衝撃的だったし、なぜ母が自分の子をあやめて燃やすこと
ができるのか、とすごく疑問だった。最後まで見ていくうちに、彼女の行動の理由もわかり、はじめは軽
蔑していたが、そうも思わなくなった。ビデオを通して見始めと最後では考えも変わり、この文化も理解
できなくもないが、やはり一度生まれた子を見捨てるという文化は理解しがたい。
★14 歳で妊娠していることに早いと感じたり、その年で子供を精霊とするか人間とするかを決めることは
私たちでは考えられないことかもしれないけれど、ヤノマミの人たちにとっては 20 代後半や 30 代で妊娠
する方がおかしいのかもしれない。すべて私たち中心に生きているから他の文化に理解を示せないだけで
あり、私たち自身も相手にとっては異文化なわけであるので、ヤノマミに対して否定することはできない。
世界には、産まれてきても、育てられずに死んでいく赤ちゃんは数え切れないほどいると思うし、赤ちゃ
んを天に返すということは理解できたけど、それをわざわざ白アリに食べさせるということは少し理解し
がたかった。
★人間は精霊になり、やがて男はアリに、女はノミになるという考えがあることを知り、この考え方が元
になって母親は自分の子供を精霊に返すのだとわかったが、やはり私はせっかく生まれてきた命をなくす
ことはできないと思いました。精霊に子供を返すと決めた女性でも、子供を思い出してなくシーンは複雑
な気持ちでした。悲しいという気持ちがやはりあるのかなと思いました。自分だけのイメージを持つので
はなく、
「知る」ことが大切だと思いました。
★自分の子供を生んですぐに見殺しにすることは、最初は受け入れられないと思った。しかしヤノマミに
とっての人間の定められた道（人間は、精霊となって天に行き、精霊として死に、地上で虫となって消え
ること）を深く理解していくと、理解できない、という考えはなくなるのかもしれないと思った。異文化
理解は、表面的に相手の文化を知っただけでは理解していなく、ただ「理解したつもり」なのではないか
と思う。本当に異なる文化を理解することは難しいと思った。
★子供を人間として迎え入れるか、精霊として天に送るかを、母親一人で決断することはとても荷が重く、
責任があることだと思います。しかし、今の日本のように、産む前に手術をしておろすよりも、おなかを
痛めて産んでから精霊として見送る方が、母親にとっても重要なことで二度と忘れないのだと思いました。
★やはり子供を生かすか殺すかを決めるということは、少しびっくりした。でも、普通の国や地域でも、
中絶をするひともいるのだからと思った。
★60 分間ビデオを見て情報を得た結果、一見私たちの一般常識では理解できなさそうなこと（子供をアリ
の巣に入れて焼くとか）も、ヤノマミの人たちにとっては一貫した考えのもとで行なっていることなんだ
と思いました。精霊を信じてたり、「人は死んで天に帰り、虫になってよみがえる」といった考えは、昔
の日本人の考えに通じるところがすこしあると思いました。
出産したばかりの子供を天に返すというのは、最初は理解できなかった。だが、出てきた子供を「人間」
としてではなく「精霊」として扱っているヤノマミの人たちは、
「殺す」という考えはないのだろう。
（→
「ない」と言い切ってしまえるかどうかは、わからないですね。やっぱり天に返した子供を思い出したら
泣くわけだし、そこに葛藤がないわけではない。それは精霊だった「ということにした」だけで、そうや
ってぎりぎりの気持ちを保っていると考えた方が、実態に近いのではないかと思います。なぜ中村がそう
考えるかと言えば、中絶をした親が水子に対してどのようにふるまうかを考えたときからの、類推です。
）
★★ヤノマミの文化は、私の文化とはかなり違うものだった。ヤノマミは精霊を信じている。その意味は、
聞いただけだと「ありえない」で片付けられてしまうかもしれない。しかし、万物は精霊からなる→動物
の姿を借りて何かを告げる・ヘビは死の世界から来るから殺す→男はアリになる→死骸に群がり肉を食べ
る。これらを知ったうえで、ナ・バタの大木が存在する＝これは森の主・森を作るものであると考える。
そうしたとき、木をすみかとするアリが男性という意味がわかったような気がした。（ナ・バタの大木＝
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女性、その中にアリ（男性）が住むことは、女性が男性を生むことと同じなのではないかと考えた。
）
（→
合っているか合っていないかはもちろんわかりませんが、「ヤノマミの行為や文化を、大きな枠組みの中
で秩序立てて考える」というのは非常に大事な点です。断片的に見ればみるほど、彼らがやっていること
は意味がわかりませんが、それらがどのような体系をなしているのかを探っていけば次第に、さまざまな
ことが有機的につながってくることがわかります。
）
B. 「ナプ」と自文化中心主義
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
★自分たちこそがヤノマミ（人間）で、それ以外はナプ（人間以下）という、自分たちを正当化したいよ
うな気持ちはわかります。これは、ヤノマミ側の自文化中心主義の表れなのではないでしょうか。
自分たちの部族以外をナプと呼び、殺すというのは、究極の自文化中心主義だと思いました。
ヤノマミは、自分たち以外の人をナプと言う。自分たちだけが人間だと思ってる。それは自文化中心主義
だと思う。
★まず明らかに私たち（＝ナプ）とヤノマミに区別があり、ヤノマミが私たち（＝ナプ）を拒絶している
かのように見えた。種族という絆が強いんだなあと考えた。他の者（＝ナプ）を入れないようにして、ま
るで「敵」としか見ていない。昔、何かの被害にあったのかと思いました。（→さほど昔ではなく、ブラ
ジル人入植者がヤノマミに危害を加えるという事件が実際に起こっています。この VTR のヤノマミが直
接被害にあったのではないかもしれませんが、「知らない外部の者＝敵」という感覚は強いですし、それ
は別にヤノマミに限らず普遍的な感覚だと思います。
）
世界には「人間」という大きな枠があって、その中にそれぞれの部族や民俗があるのだ、とは、この授業
を通して理解してきたつもりだった。でも、その「人間である者」という普遍性という大きな枠があると
いうけれども、自分たちが「ヤノマミ（人間）
」であり、他の者は「ナプ（人間以下）
」であるという 2 つ
の大きな枠で世界をとらえているひともいるんだと思った。私は、他の国の人のことを「外国人」と呼ぶ
けど、
「人間以下」とは呼ばない。
（→どうでしょう？ 「外国人」を、かつてわたしたちが何と呼んでい
たか知っているはずですよね？ 「外人」です。今でも丌用意に使うことはあるでしょう。どういう意味
になりますか？ そんなに私たちの認識枠組・世界観とヤノマミの認識枠組・世界観は、かけはなれてい
るでしょうか？）
★★ヤノマミの人たちをみて、常に生き生きしているなと思いました。自分のしていることに自信を持っ
ているように見えました。
「ヤノマミ」
「ナプ」と明確に区別するのも、自分たちの世界をもっていて、そ
れに入ってこられたくないからなのかなと思いました。このように、自分たちの文化に誇りを持っている
のは、日本人の私たちと変わらないと思いました。むしろ、私たちよりも文化を大切にしている気がして、
そのようなところは理解できたし、尊敬したいとも思いました。
★VTR を見て、裸で生活して狩りをしたり、彼らの住み方って私たちにはまったく考えられないし変わっ
たように見えるけど、私たちの価値観で「こっちが普通だ」として考えることっておかしいなって思いま
した。私は今までこのような人たちを変わってるなとか、文明が進んでないのかなって思っていたけど、
そうではなくて、彼らにとっては暮らしやすい環境で、私の価値観で決めるのはおかしい、異文化は当た
り前だと受け入れることができました。
★★先生の「自文化中心主義だ！」というのは、
「相手を批判するためのもの」ではなく、
「自分を省みる・
反省するためのことば」というのがすごく印象に残りました。この授業を受けたことで、今までだったら
自分たちの考えがあたりまえだと思って他の文化を考えられないと思ってしまっていたのが、今では「他
の国ではこういった文化があるんだ。自分たちはどうなんだろう。違う点や同じ点はあるのかな」と視野
を広げて考えれるようになり、どの文化も（多少は否定はしないけど、自分はちょっと無理かもというの
もあるけど）それぞれの文化だと受け入れられるようになったと思います。
C. その他ビデオについて
1.
2.
★私は、ヤノマミの映像はこのあいだ NHK の BS で再放送していたのを母と見ました。母がチャンネル
を回してて目に留まって見始めて、私も「あ、授業のだ」と思って見て田ノですが、思えば、異文化には
誰しもが興味を持っていると感じます。世界・ふしぎ発見やウルルン滞在記などが長寿番組で続いている
ことですし。でも、興味があっても理解までにいくのはまれだと思います。テレビを通してだと、カメラ
マンやプロデューサーの意図が表われてしまい、感じるものがかたよってしまうと思うからです。
何があるかわからない、いつ何で死ぬかもわからない。そんな状態で生活するのは、すごいなと思いまし
た。森の存在はすごいんだと思いましたし、人は何かに返っていくというのは深いと思いました。
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3.
4.
5.
6.
7.
★★私たちの生活では考えられないことばかりでしたが、ヤノマミの人々がイノシシや鳥やサルを何のた
めらいもなく殺すのは、そうするしか生きる手段がないからで、もし私たちの生活に食料を買うところが
なかったら狩猟せざるを得ないでしょうし、殺すなんてかわいそうとは思えなくなってしまうのではない
かと思いました。ですから、自分の生活環境がヤノマミの環境になったらと思うと、ヤノマミの生活スタ
イルが丌思議でなくなる気がします。「異文化理解」は、自分の文化が定着しすぎていて、自分たちの文
化が共通のものだと思ってしまう（＝自文化中心主義）から難しいので、「もし自分があの文化のような
状況にあったら……」と考えることで、完全に理解するまでいかなくても、その文化への偏見はなくなる
と思いました。
★最初は、ヤノマミは少し野蛮だと思っていた（初めて DVD を見た授業では）
。だけど、今日たくさんの
情報を得て、自給自足の生活をする上では、動物を殺すことは必要丌可欠であって、私たちもそれはやっ
てる。だから決してヤノマミが野蛮なわけではない。生きていくには食べなければならないから。
解体のシーンはグロテスクでしたが、私たちがふだんスーパーで買うお肉も、誰かが解体しているから店
頭に並んでいるのだと思うと、普通な気がしました。ただ見えないところでやっているだけで……。
★ヤノマミのビデオは最初から最後まで衝撃的で、見たくないシーンや気分の悪くなることも何度か合っ
た。しかし、それらすべてはヤノマミ族にとっては生きていくためにしなくてはならないことだと思うと、
なにも言えなくなる。幻覚剤を吸うのも、仲間の病気を治すためであったり、ちゃんとすべての行動には
意味があるんだと思った。しかし、生まれた子供を精霊にしてしまうのは理解しがたい行為だった。母親
が泣いているシーンは胸が痛かった。14 歳の子が子供を育てないと決めてたシーンは、悲しすぎてなにも
言葉が出てこなかった。ありえないと思った。私は、異文化理解を軽く見ていたと感じた。今まで私がし
ていたことは、本当に「異文化理解」だったのか、と疑問に思った。私がしてきたのは、ただ「それがそ
の国の文化なんだから」と一言で済ませていて、その文化の背景などは知らなかった。自分の「異文化理
解」に対しての無知さにがっかりした。
★この映像を見たことで、少しヤノマミという民族を知ったが、あの村ではまだ私の知らない世界が広が
っているだろう。異文化理解には底がないと感じた。
D. 異文化理解
1.
2.
3.
4.
5.
6.
今まで「異文化理解」には、全て受け入れるのが大事なんじゃないかなと想っているところがあったけど、
そうじゃないと最近（ビデオを見て改めて）思うようになりました。「異文化理解」は簡単なことではな
いけれど、
「知ろう」という気持ちさえあれば、少しずつ理解していけるようになるかもしれませんね。
いろいろな場面で異文化理解という言葉をよく聞く。簡単に異文化理解と使うけれど、他の文化の背景や
理由を知っても、理解できないものはあるような感じがした。
★ヤノマミ族の文化のなにが受け入れられるかと言われたら全て受け入れられる気がするし、なにが受け
入れられないかと言われればなにも受け入れられない気がする。それは、「どんな文化があってもいいじ
ゃん、自分とは違うんだし」という考えが自分の中にあるからだと思う。ヤノマミでは精霊の概念から文
化・風習を守って生活している。だからこういう生活スタイルなんだと考えてしまうとそれまでかもしれ
ないけど、これが異文化理解しているのかというと違うと思う。ビデオでヤノマミ族のことを知ったから、
だから異文化理解といえるのかというとそれも違うし。なんか難しく考えてしまう。
集団で生活したり、食べ物を分け合っていたり、自分たちがあたりまえに毎日行なっていることは、納得
し理解できる。でも、幻覚剤を吸って精霊を呼び起こしたり、イノシシを獲ってきてすぐにさばいたり、
新生児を燃やして精霊として天に送ったりすることは、やはり受け入れることはできない。情報を得ても
「それが異文化であって、そうやって生きている人間が世界には存在するのである」という認識までしか、
私にはできない。衛生的・感情的にありえないと非難してしまう。たとえ異文化を知ろうとしても、自文
化がじゃまをして理解することは困難になってしまう。この映像を見て一番に思ったことは「かわいそう」
という感情である。そうでありながらも、情報をたくさん得たのは事実である。それなら私は異文化を理
解したのか？ 結局「異文化理解」とは、自文化中心の心の片隅に「知識」としておさめておく程度で十
分なのではないか。それを思い出したり、他の情報と関連づけたりして、初めて異文化として人間が受け
とめ、理解していくのだと思う。（→「十分」と決めるのは、少し先走っているというか、諦めが早すぎ
るというか、そんな感じです。ただ最後に書かれている「他の情報と関連づけたりして」という着眼点は、
よいと思います。講義で説明します。
）
★★私は、「異文化理解」とは、その文化の奥を知ることだと思う。見ただけじゃなくて、なぜそうする
のか、なにを思っているのか。心を知ることが異文化理解なのではないか。
★異文化理解とは、共感から入るもののような気がした。共感＝理解ではないが、理解していく中で共感
は必要だと思った。
2010.6.1. 前回 5 月 25 日インプレッション（文化人類学）
http://www.aoyama.juntak.net/2010/index.html
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7.
8.
9.
10.
今自分が生きている環境や自分の価値観が普通だと思わず、その民族の文化とその意味なども聞こうとす
る姿勢、違う文化があって当たり前とすることが、異文化を理解しようとする上で大切だと感じました。
異文化理解は「知る・知ろうとする」ことだと聞いて、自文化中心主義で勝手に理解した気になったりせ
ずに、1 つのことを知ったら、もっともっとと、知っていることを増やすことが異文化理解につながるの
だと思った。
★なにも知ろうとしないまま・情報がないまま見ると、ありえないと思うけれど、知ろうとして見ると、
気持ちが一緒な時があって、やはり気持ちが一緒の時もあるんだなと思いました。今日のビデオを見て、
子供を天に送るということは、風習などがあっても、同じ気持ちになるんだなと思いました。やはり異文
化理解は、よく知ろうとするところから始まるんだなと思いました。
★★異文化理解は、自分がその国の文化について知りたいと思わなければできないことだと思いました。
今日のビデオでは、最初の子供を弔っているシーンが衝撃的で、どんな文化なのだろうと興味を持ったの
で、知識がどんどん入ってくるのを感じました。異文化理解をするには、興味を持つことが大切なのだと
思いました。
2010.6.1. 前回 5 月 25 日インプレッション（文化人類学）
http://www.aoyama.juntak.net/2010/index.html
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